
10広報すおう大島 平成 30 年 ( 2018 年 )6 月号

 

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
介
護
が
必
要
な
方
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。
市
区
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
保

険
料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

①
要
介
護
認
定
を
受
け
ま
す

１　

本
人
ま
た
は
家
族
が
、
役
場

　

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
、
出
張
所
で
要
介
護
認
定
の

　

申
請
を
し
ま
す
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が

　

申
請
の
代
行
を
行
え
ま
す
の
で

　

わ
か
ら
な
い
場
合
は
介
護
保
険

　

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

２　

調
査
員
が
訪
問
し
、
心
身
の

　

状
態
に
つ
い
て
本
人
や
家
族
か

　

ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

３　

訪
問
調
査
の
結
果
と
主
治
医

　

の
意
見
書
を
も
と
に
、
介
護
認

　

定
審
査
会
で
、
審
査
・
判
定
し

　

ま
す
。

４　

認
定
結
果
通
知
書
と
介
護
保

　

険
証
を
送
付
し
ま
す
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

　

ど
ん
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
、
い

つ
、
ど
れ
だ
け
利
用
す
る
か
を
決

め
る
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

○
要
介
護
１
～
要
介
護
５
の
方

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
へ
依
頼
し
ま
す
。

・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
介
護

保
険
施
設
と
直
接
契
約
し
ま
す
。

○
要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
方

・
周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
依
頼
し
ま
す
。

③
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
い
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す

　

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
在
宅
サ
ー
ビ
ス

〈
自
宅
で
利
用
す
る
〉

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪

問
し
て
、
身
体
介
護
や
生
活
援
助

を
行
う
訪
問
介
護
、
入
浴
車
が
自

宅
を
訪
問
し
て
、
入
浴
の
介
助
な

ど
を
行
う
訪
問
入
浴
介
護
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

〈
施
設
に
通
い（
泊
ま
り
）利
用
す
る
〉

　

日
帰
り
で
、
入
浴
や
食
事
の
提

供
、
機
能
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
受
け
る
通
所
介
護
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
や
、
医
療
機
関
や

介
護
老
人
保
健
施
設
に
通
い
、
日

帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
間
、
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
に
宿
泊
し
て
、
介
護

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

る
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

〈
生
活
環
境
を
整
え
る
〉

　

車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具
貸
与

や
、
入
浴
用
の
い
す
な
ど
を
購
入

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
手
す
り
取
り
付

け
や
段
差
の
解
消
な
ど
の
改
修
費

用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
要
介
護
１
～

要
介
護
５
の
方
の
み
）

　

介
護
や
医
療
が
長
期
間
必
要
な

方
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
に
入
所
し
て
施
設
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
す
。

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス　

　

認
知
症
の
方
が
、
少
人
数
で
共

同
生
活
を
送
り
な
が
ら
介
護
や
機

能
訓
練
な
ど
を
受
け
る
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
や
、
在
宅
や
通
い
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
、
介
護
や
機
能

訓
練
な
ど
を
受
け
る
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
と
訪
問
看
護
を
組
み

合
わ
せ
て
提
供
す
る
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
、
18
人
以
下

の
地
域
密
着
型
通
所
介
護
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
左
記
の
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
40
歳
以
上
の
み
な

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
し
て

い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
介

護
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ

う
。 2

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
介
護
や
支
援
が
必
要
と
感
じ
た
ら
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
に
つ
い
て

介護保険の財源（在宅サービスの場合の財源内訳）

＋サービスの利用者負担（原則として費用の１～２割）

国の負担割合

山口県の負担割合

周防大島町の負担割合

65 歳以上の方の保険料

40 歳から 64 歳の方の
保険料

負担割合が変わりました
（29 年度：28％）

負担割合が変わりました
（29 年度：22％）

23％

27％

12.5％

12.5％

25％

 
介 
護 

保 

険 

制 

度

　
～
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
に
つ
い
て
～


